今は昔，情報メディアセンター所長 by 中尾 浩
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るが，その時とは半分ほど委員の顔ぶれが違うのはなぜなのか」などと当時の中村課
長にこっそり耳打ちして，「先生，それは別の会議です」と教えられたりしたものだ。
　豊橋情報メディアセンター所長の経験の長い龍先生とも多々協議した結果，当時，
情報関連の議題の整理のために，豊名のセンター所長と情報システム課長で構成して
いた非公式の会議（通称，スタッフ会議）に情報担当の学内理事を迎えて，単に議題の
整理のみならず，全学的な情報戦略の方向を練る公式なICT企画会議なる会議体を設
け，もろもろの情報関連の会議体をICT企画会議直属のICT委員会にまとめた。その結
果，情報関連の会議の数は少なくなり，ICT企画会議が中心となって，必要に応じて
テンポラリーな会議体を設けやすくなり，機動性が増したように思われる。
　笹島開校に向けて，情報関連で議論しなければならないことは多々あったと思われ
る。会議の議事録を拝見する限り，必要に応じて必要なメンバーを集めた会議体が次々
と仕事をこなしている様子がうかがえて，とても心強く思っている。愛知大学には理
系の学部はないが，各学部に配属された情報科学が専門の先生方や情報教育に熱心な
先生方，深夜に及ぶ残業もいとわず頑張ってくれている事務職員の皆さんのおかげで，
全国的に見ても，健闘している情報環境ではないかと自負している。現状に満足する
ことなく，今後ともますますの発展を祈っている。
